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з 生物圏科学研究科の教育目的と特徴 
 

 教育目的と目標 
│ ─ ⌐ ─ ≤ ╩ ╘

╩ ≢ ⅎ ─ ≢ ה

≤⇔≡ ⌐ꜟ◌כ꜡◓ ≢⅝╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™

╢ 資料１；別添資料１ ⁹ 
─₈ ⌐ ∆╢ ₉│ ─ ⌐ ∫≡ ⇔

⇔≡⅝√(別添資料２)⁹╕√ Ⱶ♇◦ꜛfi─ ≢│ ₈ ≢│

╩ⱬכ☻⌐⇔√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ⌐╟╡ ⌂ ⅜ ╠─ ⌐

∂≡ ≢☻♥♇ⱪ▪♇ⱪ⇔ ╕√ ⌐╟╢ ─ ╛ ╩ ⇔

≡ ╩ ╘ ╩ ⇔≡™ↄ⁹₉≤ ⇔≡™╢⁹ 

 

 
 

 教育組織の特徴 
─ ≢

↕╣≡™╢⁹↕╠⌐ ≈─ ⌐╟╢ ╩ ⇔ ─

≤ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 入学者の状況 
│ ┘ ╩ ≤∆╢ ⅛╠─ ─╒⅛ ◌ꜞⱨ▪ה▪☺▪

─ ╛ ⅛╠─ ╩ ↑ ╣≡™╢⁹ 

 
 教育課程の特徴 
・ │∕╣∙╣ ─ ≤ ╩ ╘ ⌐╟╡ ⅜≢⅝╢

╩ ⇔ ⌐╟╢ ─ ™ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
ה ─ ≢ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤≢ ⅜

╠─ ⌐ ∂≡ ≢☻♥♇ⱪ▪♇ⱪ≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 教育内容・方法の特徴 
ה ┘ ─☿Ⱶ♫הכ ╩ ∆╢₈ ☿Ⱶ♫₉כ╩ ≤⇔ ה

資料1　広島大学と生物圏科学研究科の理念
広島大学の理念5原則

ừ ╩ ∆╢ ừ √⌂╢ ─ ừ ⅛⌂ ╩ ℮
ừ ה ≤─ ừ ⅎ↨╢

生物圏科学研究科
〔理念〕
⁷ ≤ ─ ⌂ ╩ ╢√╘ ⌐⅔⅝≡™╢ ─ ⌂ ≤
─ ╩ ⇔≡ ─ ≤ ⌐ ∆╢ ≤ ╩ ∆╢⁹
〔目標〕

│ ─ ≤ ╩ ⇔ ה ⌐⅔↑╢
ה ─ ה ≤⇔≡ ≤ ─ ⌐ ⅎ ╢ ╩

∆╢⁹
≤ ∆╢ ⌂ ─ ≤

ה ─ ≤∕─ ─
─ ╩ ה ה ∆╢ ─

[教育目的]

│ ≤ ∆╢ ⌂ ─ ≤ ה
─ ≤∕─ ─ ┘ ─ ╩ ה ה ∆╢

─ ⌐ ∆╢ ה ╩ ⇔ ⌐ ה ─ ה
≤⇔≡ ≤ ה ─ ⌐ ⅎ ╢ ╩ ∆╢⁹
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▬fi♃כfi◦♇ⱪ╩ ∆╢⌂≥⌐╟╡ ה ─ ╛ ─

⌐ →≡™╢。 

ה ⌂ ─ ה ╩◖▪ ⌐ ⅝ ₈ ה ₉⌂≥─

╩ ≤⇔ ⌂ ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

・ ─ ≤─ ╛ ─ ☿Ⱶ♫כ╩ ∆╢⌂≥ ╩

⇔≡™╢⁹ 

・ ─ ⌐╟╢ ─ ⌐╟╢ ─ ╩

⌐ ™ ─№╢ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 

[ ∆╢ ≤∕─ ] 

┘ ╩ ≤⇔√ ─ ─◌ꜞⱨ▪ה▪☺▪

─ ה ה ─ ⌂≥╩

⌂ ≤⇔ ™ ⌐ ⇔√ ╩ ℮↓≤≢ ⌐ ⅎ╢⁹ 

ה ─ ┘ ⌂ ≢

─ ╩ ≤∆╢ ─ ≤ ╩ ⇔√™≤™℮ ─

⌐ ⅎ╢⁹ ─ ─ ╛ ╛

─ ≢ ╛ ╩ ⌐ ⇔ ◌כ꜡◓≢

ꜟ⌐ ≢⅝╢ ה ╩ ≢⅝╢╟℮ ⌐ ⅎ╢⁹ 
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и 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

( ⌐ ╢ ) 

１．教育組織編成 

ה  
⅛╠ ⇔≡™╢⁹◖

▪◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ≢ ∆╢⅜ ─ ─ ╩ ≤

∆╢↓≤≢ ↄ ─ ≤ ╩ ⌐ ↑╠╣╢╟℮ ⇔≡™╢。 
│ 75 ≢ ↕╣ ─ ╙ ה ⌐

⇔≡™╢⁹↕╠⌐ ─ ╩ ≤⇔ ≤⇔≡™╢ 資料２ ⁹ 
─ ⌐ ↑≡ 1 ╗ ╩ ∆╢ ─

╩ ╢√╘⌐♥♬ꜙ▪♩ꜝ♇◒ ╩ ∆╢↓≤≢ ⌂ ╩ ⇔√ 資

料３ ⁹ 
27 ─ √╡─ │ 1.44 3.40

0.79 1.68 ≢ ─ ╩ ⇔≡™╢ 資料４；別添資料３ ⁹ 

 

 
─  

ⱨ▫כꜟ♪ ☿fi♃כ

╩ ≤⇔≡ ⇔ ₈ ⱨ▫כꜟ♪≤

─ ₉─ⱨ▫כꜟ♪╩ ⇔√ ⌐ ⇔≡™╢⁹╕√ ╩

⇔ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

⁷ ─ ≤ ה

３専攻の役割と相互関係

生物資源科学専攻 生物機能開発学専攻

環境循環系制御学専攻

資源動物の機能解明と生産技術の開発

循環社会の創生
生物資源機能の開発

食の創生と健康・安全の確保

地域・生物圏環境の保全と修復

人間と自然の調

和的共存

●生物資源の機能と利

用技術の開発

●自然循環の機能と

利用技術●食料生産環境の保

全・修復

人間生活への課題提起

生産システムへの課題提起生物機能付与の課題提起

循環システムへの課題提起

保全・修復システムへの課題提起
問題解決への課題提起
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⌐⅛⅛╢ │ ≢ ⇔≡™╢⁹ ∆╢ ⌂ ה

─ │ ⅜ ™ FD ─ │ ≢ ℮⁹↕╠

⌐ ה ⅜ ─ ╩♅▼♇◒∆╢ ╩ ⇔≡™╢ 資料５ ⁹ 

 

  

教授 准教授 講師 助教

陸域動物生産学

水圏生物生産学

食料資源経済学

瀬戸内圏フィールド科学

分子生命開発学

食資源科学

環境予測制御論

環境評価論

33 27 4 11 75
(1) (1)

1 1 2 2 6
(1) (1) (2)

34 29 6 13 81
(2) (1) (3)

│ ─ ╩ ∆⁹

環 境循 環系 制御

学
6 7 2 3 18

特任教員　（外国人教員内数）

総合計

 ─

専攻 講座
専任教員数（H27.5.1現在）

合計

0 7
(1)

専任教員計

22

35
(1)

生物資源科学

生物機能開発学 13 6 2 1

14 14

（出典：生物圏科学研究科作成 ）

⁷ ─ ≤ ◘▬◒ꜟ

学務委員会




 ⱪ꜡◓ꜝⱶ

 ה
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◦☻♥ⱶ 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ה ─√╘─ ≢

─ ⇔ ™╩ ⌐ ℮ ⅜ ⇔≡ PDCA◘▬◒ꜟ╩ ⇔≡™╢ 資料

５ 20-5ｐ ⁹╕√ ─ FD ╩ ⇔ ╙ ╘√ ⌂ ╩ ∆↓≤≢

─ ╩ ∫≡™╢⁹ ⌐│ ╩ ↑≡™╢⁹ 

 

２．学生の受け入れ 
▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ 

─ ≤ ⌐ ≠⅝ ─▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ

╩ ╘≡™╢ 別添資料４ ⁹ 

 

─ ≤ ↑ ╣ 

┘ ┘ ─ ↑─

╩ ↑╢ ⌂ ╩ ∫≡™╢ 資料６ ⁹ ─ ≢│ ╩

(TOEIC 550 )⌐ ╣≡™╢⁹ 

─ ≢ ╩ ⇔ ⌐│ ≢ ∆╢ ∞↑≢⌂ↄ

─ ≤ ≤─ ≢▬fi♃כⱠ♇♩╩ ⇔√ ╙ ∫≡™

╢⁹ ╣─ ⌐⅔™≡╙ ─ ≤ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ▪♪Ⱶ♇◦ꜛ

fiהⱳꜞ◦כ⌐ ∆ ⅜№╢↓≤╩ ≢ ⇔≡™╢⁹ 

⌐⅔↑╢ │ 23 ╩ ™≡ ⇔≡™╢⁹╕√

≢│ 26 ╕≢│ ╣ ⅜ ™√⅜ 27 │ ╩ ⇔√

資料７；別添資料５ ⁹ 

 

 
  

（博士課程前期）　　

入試の型 定員 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

推薦入学 37 45 35 16 28 20 35

一般選抜（一次募集） 27 23 40 37 51 48

社会人特別選抜（一次募集） 0 0 0 0 0 0

一般選抜（二次募集） 若干名 16 8 20 13 14 15

社会人特別選抜（二次募集） 若干名 0 0 1 1 0 0

国費外国人留学生優先配置プログラム* 若干名 2

スーパーグローバル大学創成支援事業* 若干名 2

合計 73 88 66 77 79 85 102

* インターネットを活用した入試

（博士課程後期）
入試の型 定員 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

一般選抜（一次募集） 若干名 2 4 5 2 2>Þ>â�º�Ø
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( ) ↕╣╢ ╩ ╢ 

( ) 

ᵑ ⌐☼כ♬⌂ ⇔√ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ⌐ ═≡ √

⌐ ─ ╣╩ ∆╢√╘ ⌐ ⇔≡ ─ ≢─ ╙

≤⇔√ ⌐ ≢│ ⅜ ⅎ ⅜ ╕∫√ 別添資

料５ ⁹ 
ᵒ ⌐ ═≡ ╩ ◒♇ꜝ♩ה▪ꜙ♬♥┘

─ ⌐╟╡ ─ ≤ ─ ╩ ∫√⁹↓─↓≤│

⌐ꜟ◌כ꜡◓≢ ≢⅝╢ ה ╩ ∆╢√╘─

≤⇔≡ ≤ ─ ⌐ ⅎ√╙─≢№╢⁹ 
ᵓ ≢│ ─ FD╩ ⇔ ╙ ╘√ ⌂ ╩ ∆

↓≤╛ ─ ╩ ⇔√↓≤≢ ─ ╩ ∫√⁹  

⁷ ─

博士課程前期（入学定員：73人）

博士課程後期（入学定員：33人）

13 11 
7 

12 13 
16 

7 
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観点 教育内容・方法 

( ⌐ ╢ ) 

 

─  

┘ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ╩ ⇔ ─ ⌐╟

╢ ⌂ ─ ⌂ ╩ ⅎ╢

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢ 別添資料６）⁹ 

─ ≤ ─  

─ ה ה ─ ה ╩ ∆╢

╩ ⇔ ↓─ ⌐ ∆╢

╩ ⇔≡™╢(別添資料７；別添資料８)⁹ 

 

ₒ ─ ₓ 

─ │ ─ ה ╩ⱨ▫כꜟ♪≤⇔√ ⌂ ה

─ ה ─ ™ ↑ ╣ כ♃כ◊◒

≤ ╩ ⇔√ ⌂ ╩ ∆╢↓≤≢№╢⁹↓╣⌐╟╡ כ♬─

☼╩ ╕ⅎ√ ≤ ⌐ ∆╢ ╩ ™ ה ╩

∆╢⁹ 

 

①幅広く受講できるカリキュラム 

( )╩ ≤∆╢ ╩ ⇔ ─ ⌐ ╦∑≡₈ ⌂ ₉≤₈

₉╩ ⇔≡ ═╢╟℮⌐ ⇔≡™╢⁹ ─ ™ ╙ ≤⇔

≤⇔≡ ₈ ∞↑≢⌂™ ™ ─ ₉─ ╙⌐☼כ♬ ⇔

≡™╢⁹ 

②演習・実験の充実 

⌂ ה ─ ─ ╩ ⇔√ꜝⱲꜝ♩ꜞכ꞉כ◒

≤ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒⌐╟╢ ⌂ ה ╩ ⇔≡ ⌂ ╩ ↕∑≡

™╢⁹ 

③英語で行う講義・演習 

⅜ ⇔≡™╢ │ ⅛╠∆═≡ ╩ ™≡™╢⅜

≢│ ⌐╟╢ ה ╩ ╗ ≢ ∆╢ ╩ 25 ⌐ ╛⇔

─№╢ №╢ ╩ ⇔≡™╢ 別添資料９ ⁹ 
④共同セミナー，プレゼンテーション科目 

╛ ≢ ↕╣╢ ╩ ⇔ ꜠ⱳכ♩ ∆╢₈ ☿Ⱶ♫₉כ╩

∆╢╒⅛ ⌐⅔™≡ ⌐╟╢ ╩ ∆₈ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi₉╩

≤∆╢↓≤≢ ™ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
⑤英語で学位が取得できる教育課程の整備 

 26 ⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ↕╣ 27

⅛╠ ⱪ꜡◓ꜝⱶ Sustainable Food Production [SFP] ⱪ꜡◓ꜝⱶ

╩ ⇔√⁹↓─ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ┼─ ⌐ ꜟⱣכ꜡◓╢∆ ─ ╩

≤∆╢⁹ 

 

ₒ ╛ ⅛╠─ ┼─ ₓ 

１）入学者の多様化への対応 
⅛╠─ │ №╡ ⅛╠│ 15 30 ⅜ ⇔≡™╢⁹

≢│ │ ⌂ↄ ─ ⅜ ™⁹

│ ≢ ≢ 10 ⅜ ⇔ │▪

ה▪☺ ⅜ ↄ ▪ⱨꜞ◌⅛╠╙ ⌐№╢ 資料８；別添資料 10 ⁹ 
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①多様な学生への対応 

⌐ ⅜ ╩ ™ ─ ⌐ ⇔√ ╛ ╩

⇔≡™╢⁹ 

╕√ ⌐│ ≤─ ╩ ╢√╘─₈ ₉╩ ↑≡™╢⁹ 

 

②外国人留学生への対応 
⌐ ⌂ ╩ ⅎ╢√╘ 25 ⅛╠ ≤ ⱪ꜡☿☻

─◦ꜝⱣ☻╩ ≢ ⇔≡™╢⁹ 

 

２）大学院生の国際化を促す取組 

⌐╟╢ ─ ∞↑≢⌂ↄ ◘ⱴכ◒☻כꜟ  Ⱡ♇♩꞉כ

◒⌐⅔↑╢ INU ◘ⱴכ◒☻כꜟ─ ⌐╟╡ ≤─ ╩ ∆╢↓≤≢

─ ╩ ⇔≡™╢ 資料９ ⁹ 

─ ╩ ╘╢√╘ ─ ≢─ ⌐ ∆╢

─ ─ ╩ ∫≡™╢（資料 10；資料 11）⁹ 

 

 
 

 
 

 

⁷ ─

地　域　名 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

アジア・中近東 7人 5人 6人 6人 6人 11人

大洋州 1人

北米・中南米 1人

アフリカ 1人 1人

合　計 8人 5人 6人 6人 8人 12人

地　域　名 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

アジア・中近東 10人 7人 7人 6人 7人 14人

アフリカ 1人 3人 4人 3人

合　計 10人 8人 10人 10人 7人 17人

博士課程前期入学年度別留学生数（地域別）

博士課程後期入学年度別留学生数（地域別）

事業名称 参加 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

人数 8人 9人 9人 11人 11人 14人

大学数 4 7 5 6 5 12

人数 32人 29人 28人 28人 34人

大学数 9 9 7 7 7

⁷ ─

研究科国際サマースクール

INU国際サマースクール

事業名称 参加 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

国際会議等発表 人数 17人 5人 5人 10人 18人 11人

組織的な若手研究者等海外 7人 3人 7人

派遣プログラム（理工農系） (2) (1) (2)

（）内は1―6月間の海外インターンシップ派遣数で内数。

資料10　院生の海外派遣実績(出典：生物圏科学研究科作成)

人数 事業終了

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
博士前期 4人 2人 2人 8人 3人 5人
博士後期 8人 13人 2人 12人 10人 9人

計 12人 15人 4人 20人 13人 14人

11⁷ ─ ( )
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≤  

≢│ ─ ⌐ ∫≡ ↕╣√

◖▪ ┘ ─ ⌐ ⇔ 30 ╩

ה ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╢⁹ ≢│

⅛╠ ╩ ה ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╢ 別添資料 7 ⁹ 

─ ╩ ⌐ ⌂ ה ╩ ⇔ ╛

─ ה ╩ ⇔√ⱨ▫כꜟ♪ ─ ╩ ≤⇔≡™╢⁹ 

ה ≤⇔≡─ ─ ⅛╠ ⌐₈ ה ₉╩

⇔≡™╢⁹ 

27 ⅛╠ ≢ ⅜ ≢⅝╢ SFP ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ ⇔

≤⇔≡₈ ☿Ⱶ♫₉כ╩ ⇔√⁹ │ ╩ ≡

≤ ─ ⅜ ⇔,Critical Thinking ≤ ╩ ≢ ⌐ ⅎ╢

≤≤╙⌐ ─√╘⌐ ꜟⱣכ꜡◓⌂ ╩ ∆╢↓≤╩

≤∆╢⁹↓─◒ꜝ☻⌐│ 20 M12 D ℮∟ ⅜ ⇔ ╩

⇔√⁹ 
─ ה │ ◦☻♥ⱶ⌐ ↕╣ ⅜ ⌐

⇔≡™╢⁹ 
 

─  

∆═≡─ ⌐≈™≡ ≤ ─◦ꜝⱣ☻╩ ⇔≡ ≢ ⇔≡⅔╡

─ ▪fi◔כ♩ ─ ╩ ╕ⅎ≡ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 

│ 16 ≤⇔ ◦ꜝⱣ☻⌐ ↕╣√ ⌐

∫≡ ╕√│꜠ⱳכ♩ ≢ ⇔≡™╢⁹ 

 

♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ≤ ─  

─ ה ╩ ╕ⅎ√ ─♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ╩ ╘ ⌐⅔↑╢

╩ ⇔≡™╢ 別添資料 11 ⁹ 

≤ ⌂ ╩ ℮√╘ ≤ ─ ≢ ∆╢

╩ ⇔ ⌐│ ⅛╠─ ╩ ⌐ ⇔≡™╢ 別添資料 12 ⁹╕√

27 ⌐ ╩ ⇔ ⇔√⁹ 
 

①修士論文 
─╙≤ ⅜ ╦∫≡ ╩ ∆╢⁹ ≢│

┼─ ⌐ ≠™≡ ╩ ↕∑ ≤ ⌐╟╢

╩ ™ ╩ ≡ ≢─ ≢ ╩ ∆╢ 別添資料 13 ⁹ 

 

②博士論文 
⅜ ─ ╩ ™ ╩ ≢ ⇔√ ⌐

╩ ℮⁹ ⅜ ╩ ⇔ ≤ ╩ ≡ ≢─ ≢ ╩

∆╢⁹ ─ ⌐│ ≤⇔≡ │ ─

╩ ⅝ ┼ ⇔≡™╢↓≤╩ ≤⇔≡™╢ 別添資料 13 ⁹ 

 

 

ᵑ ☼כ♬─  ╕√│ ⌐╟╢ ─╒⅛⌐ ◦☻

♥ⱶ⌐╟╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ ⌐│ ╩ ⇔ ה

─ ╩ ∫≡™╢⁹ ⌐≈™≡│ ⌐ ╛

─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

≤ ⌐Ɫꜝ☻ⱷfi♩ ╩ ™≡ ⌐ ╘≡™╢⁹ │
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☿fi♃כ ⌐ ∆╢ כ♃Ᵽꜟ◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi☿fiכ꜡◓│ ⅜

™ ⌐ ∆╢ │▪◒☿◦ⱦꜞ♥▫☿fi♃כ⅜ ∫≡⅔╡ ↓─↓≤│ ●

▬♄fi☻⌐⅔™≡ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

ᵒ  ─ ⌐ ≤ ╩ ↕∑╢√╘ TA

≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ ≢│ ⌂ ♩fi♃☻◦▪ה♅כ◘ꜞ╩ RA

≤⇔≡ ⇔ ─ ╩ ∆╢ ╩ ↑≡™╢⁹╕√

⌐│ ≢ ◄◒☿꜠fi♩כꜙ♅☻ה♦fi♩ה☻◌ꜝ◦♇ⱪ ╩ ∆╢╒⅛

≤⇔≡ 20 ╩ ⌐ ⅛╠ ∆╢ ⌐ ╩ ⇔≡™╢

資料 12；資料 13 ⁹ 

 

   
 

 
 

─ ⌂  

⅜ ≤⌂∫≡ ─ ≤─☿Ⱶ♫כ╩ ⌐ ∫≡™╢

資料 14 ⁹╕√ TA │▪◒♥▫Ⱪꜝכ♬fi◓─ ⅜ ™√╘ ⇔≡™╢⁹ 

 
 

  

資料12　学生支援の実績⁷( )

支援項目等　 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

授業料免除 35人 39人 50人 50人 39人 37人
エクセレント・スチューデント・スカラシップ 6人 5人 5人 8人 8人 9人

リサーチ・アシスタント（RA） 30人 31人 21人 22人 29人 29人
海外派遣 17人 5人 5人 10人 18人 11人

社会人通学支援 2人 10人 8人 5人 2人 4人
各種奨学金受給 57人 47人 53人 50人 45人 45人

資料13　TA採用者数の推移⁷( )
平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

生物資源科学専攻 77人 85人 60人 61人 70人 103人
生物機能開発学専攻 83人 79人 71人 83人 88人 108人
環境循環系制御学専攻 25人 29人 28人 31人 27人 33人

計 185人 193人 159人 175人 185人 244人
*人数は延べ人数

⁷ ☿Ⱶ♫כ ⁷

─√╘─◐ꜗꜞ▪ ☿Ⱶ♫כ ⁷

⌐ ╘╠╣╢  / ◐ꜗꜞ▪─ ₉ ( )☿ꜟⱶ

H23 ₈↓╣⅜ ─ ⅝╢ ₉/₈ ─√╘─ⱥfi♩╩ ∆╢₉
⁷

/  
( )☿ꜟⱶ

⁷

│↓∞≡

⁷

⁷

◓▬ה
ⱡכⱬꜟ

H26 ₈Ɫ♩⌐ ╦╣√ ─ ₉

H27

資料14　院生会主催セミナー開催状況

H22

H24 ─

H25 ₈Ɫ◦Ⱪ♩●ꜝ☻─ ≤ ? ₉

◒ⱴⱶ◦─ ⱷ◌♬☼ⱶ
◒ⱴⱶ◦─ ↓≤│∂╘⁹

⁷ ⇔™◒ⱴⱶ◦◕ⱡⱶ─ ╖ ⅝
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( ) ↕╣╢ ╩ ╢ 

( ) 

ᵑ ─ ה ה ─ ≢ ⌂ ה ╩ ⇔√

╛ ╩ ⇔ ⅛≈ ™ ╩ ⇔≡™╢ 別添資料８）⁹ 

ᵒ ≢│ ◦ꜝⱣ☻≤ ─ ╩ ╡ ⌐╟╢ ╩

↕∑╢↓≤≢ ─ ╩ ⇔√ 別添資料９ ⁹ 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

( ⌐ ╢ ) 

1 ─ ≤ ─ ⅛╠ √  
─ │ 64 83 ≢ ⇔≡™╢⁹ ─ │

26 ≢ ⌐╟╡ ⅝ↄ ⌂╢ 資料 15 ⁹ 

√╡─ │ ⌐№╢⁹╕√ √

╡─ ╙ 23 0.5 ╩ ⅎ╢ ╩ ⇔≡™╢ (資料 16-1；

16-2) ⁹ 

─ │ ⅝ ⌐ ≤⇔≡ │

⅜ ↕╣≡™╢↓≤≤⇔≡™╢⅜ №√╡─ │ 1.6

⅛╠ 2.6 ≢ ⇔≡™╢（資料 17）⁹ 
1 ─ │ ≢─ ╩ ⌐ 23 ≢№∫√⅜

≢│ ⌐⅔™≡ 60 ≤ ⌐ ⇔√⁹↓─℮∟ ₈

22  ₉╛₈Dimitris N. Chorafas Foundation Awards₉─

│ ↕╣╢⁹↓─ ⌐₈ ₉╛₈ 25

ה ─ ה ₉╙№╡ ┘ ⌐╟∫≡ ↕╣≡™╢↓≤╩ ⇔

≡™╢ 資料 18；別添資料 14 ⁹ 
 

 

 

 
 

15⁷ ה ─ ( :
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16-1⁷ ─ ─
22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

Ｍ 46人 16人 19人 46人 68人 48人
Ｄ 43人 36人 19人 16人 34人 37人
計 89人 52人 38人 62人 102人 85人
Ｍ 47人 33人 41人 51人 46人 48人
Ｄ 16人 10人 6人 14人 16人 22人
計 63人 43人 47人 65人 62人 70人
Ｍ 25人 7人 15人 12人 14人 15人
Ｄ 37人 10人 6人 6人 9人 8人
計 62人 17人 21人 18人 23人 23人

214人 112人 106人 145人 187人 178人
284人 248人 226人 222人 242人 282人
(※） 0.45 0.47 0.65 0.77 0.63

※22年度はダブルカウントを含むため，一人当たり発表数は計上しない。

院生の学会発表数

一人当たり発表数

環境循環制御学専攻

生物資源科学専攻

生物機能開発学専攻

総計
(在学生計*11月1日現在）

16-2⁷ ─ ─
22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

Ｍ 5 13 5 14 2 6

Ｄ 16 26 22 32 23 31

計 21 39 27 46 25 37

Ｍ 5 5 2 6 6 9

Ｄ 12 13 10 11 11 6

計 17 18 12 17 17 15

Ｍ 5 1 1 4 6 2

Ｄ 8 14 17 5 9 12

計 13 15 18 9 15 14

Ｍ 15 19 8 24 14 17

Ｄ 36 53 49 48 43 49

計 51 72 57 72 57 66

Ｄ学生数 (111) (98) (77) (68) (75) (89)

0.32 0.54 0.64 0.71 0.57 0.55

総計

後期課程（D)一人当たりの論文数

生物資源科学専攻

生物機能開発学専攻

環境循環制御学専攻

17⁷ №√╡─ ─ (

学位授与数（Ａ） 関係論文数（Ｂ） Ｂ/Ａ 学位授与数（Ａ） 関係論文数（Ｂ） Ｂ/Ａ
生物圏共存科学専攻* 4 6 1.5 1 2 2.0

生物資源科学専攻 12 36 3.0 8 13 1.6
生物機能開発学専攻 5 8 1.6 6 12 2.0

環境循環系制御学専攻 5 9 1.8 9 15 1.7
計 26 59 2.3 24 42 1.8

学位授与数（Ａ） 関係論文数（Ｂ） Ｂ/Ａ 学位授与数（Ａ） 関係論文数（Ｂ） Ｂ/Ａ
生物資源科学専攻 11 29 2.6 4 9 2.3

生物機能開発学専攻 3 10 3.3 4 4 1.0
環境循環系制御学専攻 6 12 2.0 0 0 0.0

計 20 51 2.6 8 13 1.6

学位授与数（Ａ） 関係論文数（Ｂ） Ｂ/Ａ 学位授与数（Ａ） 関係論文数（Ｂ） Ｂ/Ａ
生物資源科学専攻 10 22 2.2 8 24 3.0

生物機能開発学専攻 3 5 1.7 2 6 3.0
環境循環系制御学専攻 2 2 1.0 5 8 1.6

計 15 29 1.9 15 38 2.5
*は既に廃止した専攻

専攻

専攻

専攻

22年度 23年度

24年度 25年度

26年度 27年度
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─ ה ⌐ ∆╢ ⅛╠ ⇔√ ─  

─ ╩ ⇔ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╩ ∆╢√╘ ┘

┼─▪fi◔כ♩╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

─ ⌐≈™≡│ 26 ≢ 95% 27 ≢ 93%⅜

⌐ ╓╒ה ≤ ⇔≡™╢⁹ ╩ ⌐ ═√ ─ ⅜

ↄ ─ ─ ╩ ╘√╡ ∕╣ ─ ─ ╩ ╘╢↓≤⅜ √⌂≥─

⅜ ↄ ∑╠╣√⁹ 

─ ⌐≈™≡│ 26 ≢ 88% 27 ≢ 73%⅜

⌐ ╓╒ה ⇔≡™√⁹ ─ ⅎ ⱪ꜠♀

fi♥כ◦ꜛfi ⌂≥⅜ ⌐ ™√ ╩ⱴכ♥ ≢╛╡ →╢↓≤⅜

∫≡™╢≤™℮ ─ ⅜ №∫√⁹ 

│ ╩ →≡™╢⅜ ∕╣⅜ ∞∫√⅛≤™℮ ™⌐

⇔≡ 26 ≢ 38.6% 27 ≢ 37 ⅜ ≢№╢≤ ⅎ√⁹ ╟╡╙

─ ⅜ ∞≤ ⅎ╢ ⅜ ™ ⅜ ╘╠╣√ (資料 19～21；別添資料 15) ⁹ 

 

 
 

 
 

 
 

( ) ↕╣╢ ╩ ╢ 

( ) 

ᵑ ⌐ ═≡ ⅜₈ 22  ₉

╛ ה ─ ─ ╩ ⇔≡⅔╡ ─ ⅜ ה ⅛╠

™ ╩ ≡™╢ 資料 18 20-14p；別添資料 14 ⁹ 

ᵒ ≢ №√╡─ │ 27 ≢ 2.5 ≤

⌐№╢⁹╕√ ⌐≈™≡│ ⌐№╢⁹↓╣╠─↓≤⅛╠

─ ⌐ ⅜№╡ ╙ ╕∫≡™╢↓≤ ╕√ ─ ╩

⇔≡™╢↓≤╩ ⇔≡™╢ 資料 16-1；16-2 20-14p；17 20-14p ⁹ 

ᵓ ▪fi◔כ♩≢ ↕╣√₈ ₉≤₈ ₉─ ⅜ ™ 資料 19～21 ⁹ 

(

a) 12 23.10% 7 15.60% 16 27.10% 19 34.50%

b)╒╓ 35 67.30% 30 66.70% 40 67.80% 32 58.20%

c) 5 9.60% 7 15.60% 2 3.40% 4 7.30%

d) 0 0% 1 2.20% 1 1.70% 0 0%

a)+b) 47 90% 37 82% 56 95% 51 93%

19⁷ ▪fi◔כ♩ 1

─ │ ≢⅝╕⇔√⅛

24 M2 25 M2 26 M2 27 M2

(

a) 17 33.30% 17 37.80% 23 39.00% 15 27.30%

b)╒╓ 23 45.10% 15 33.30% 29 29.20% 25 45.50%

c) 9 17.60% 9 20.00% 6 10.20% 11 20.00%

d) 2 3.90% 4 8.90% 1 1.70% 4 7.30%

a)+b) 40 78% 32 71% 52 88% 40 73%

20⁷ ▪fi◔כ♩

│ ≢⅝╕⇔√⅛

24 M2 25 M2 26 M2 27 M2

(

≢№∫√ 19 36.5% 17 37.8% 22 38.6% 20 37.0%

31 59.6% 22 48.9% 33 57.9% 32 59.3%

⇔≡™√ 2 3.8% 6 13.3% 2 3.5% 2 3.7%

21⁷ ▪fi◔כ♩

│ ≤⇔≡ ╩ →≡™╕∆⅜ ≢№∫√≤ ™╕∆⅛ ( ≤

⇔≡─ ™)

24 M2 25 M2 26 M2 27 M2
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観点 進路・就職の状況  

( ⌐ ╢ ) 

１）博士課程前期修了生の進路 

⌂ │ ⅜ ≤⇔≡™╢ ─ ≢

№╢ ה ה ה ╩ ⌐ ↄ ─ ⌂

≥ ה ⌐ ╦╢ ╙ ⇔≡™╢ 資料 22 ⁹ 

 

 

 
 

２）博士課程後期修了生の進路 

│ ה ה ≢ ╛ ≤⇔≡ ⌐ ™√

⅜ 17 33 ≢ ⇔≡™╢⁹ ⌂ ─⧵ה ─ ┼─ │ 27 ╩

™≡ 12 47 ≢ ⇔≡™╢ 資料 23 ⁹ 

 

３）就職先企業等からの評価 

─ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ 27 ⌐ ─ ┼▪fi◔כ

♩ ╩ ∫√ ₈ ╣≡™╢₉╕√│₈╛╛ ╣≡™╢₉≤™℮ ─ │ 77 ≢

№∫√⁹ ≢╙₈ ה ה◒כⱶ꞉כ♅₉₈ ₉₈ ₉⌐≈™

≡ 70 ╩ ⅎ ⅜ ⅛∫√ 資料 24 ⁹ 

 

（参考）

修了者 77人 82人 64人 67人 68人 83人

進学者（率） 7人 9.00% 8人 9.80% 12人 18.80% 12人 17.90% 11人 16.20% 10人 12.00%

就職者（率） 62人 81.80% 62人 76.80% 50人 78.10% 48人 71.60% 53人 77.90% 66人 79.50%

その他 8人 12人 2人 7人 4人 7人

平成27年度平成25年度 平成26年度平成22年度 平成23年度 平成24年度
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24⁷ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ (

a) ╣≡™╢ 11 42.30%

b)╛╛ ╣≡™╢ 9 34.60%

c) 6 23.10%

d)╛╛ ╢ 0 0%

e) ╢ 0 0%

a)+b) 20 77%

ה 20 76.90%

16 61.50%

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi 17 65.40%

ה◒כⱶ꞉כ♅ 19 73.10%

ה 9 34.60%

17 65.40%

19 73.10%

ⱪ♇◦כ♄כꜞ 4 15.40%

15 57.70%

10 38.50%

12 46.20%

╛ 5 19.20%

│ ≢≥─╟℮⌐ ↕╣≡™╕∆⅛⁹ ╣≡™╢
₈ ╣≡™╢₉≤₈╛╛ ╣≡™╢₉─

│ ≢≥─╟℮⌐ ↕╣≡™╕∆⅛⁹
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( ) ↕╣╢ ⌐№╢⁹ 

( ) 

ᵑ ─ ⌂ │ ה ─Ᵽ▬○

≢ ⅜ ∆ ─ ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹

│ ⌂ ┼─ ⅜ ↄ ╛ ⌂ ╩

⅛⇔√ ≤⌂∫≡™╢ 資料 22 20-16p；23 20-17p ⁹ 

ᵒ ─ ⅛╠─▪fi◔כ♩ ╩ ⇔√≤↓╤ ─ ⌂

│ ↄ ⌐₈ ה ה◒כⱶ꞉כ♅₉₈ ₉₈ ₉⌂≥⅜

↕╣≡™╢⁹ 1 ≤ ═╢≤₈ ה ₉₈ ₉₈

₉─ ⌐≈™≡ ⅜ ™ ⌐№∫√ 資料 24 20-17p ⁹ 
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й 「質の向上度」の分析 
 

з ─  

 

事例１ 国際通用性のある教育への対応 

⌐ ═≡ ╩ ⅛╠ ┼ ⌐╟╢

─ ─╖≢ ≢⅝╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ☻Ᵽꜝ◦ה ─

⌐╟╡ ─№╢ ⌐ ╡ ╪∞⁹ ⅛╠ ∆╢ ⌐│ ⌐⅔

™≡▬fi♃כⱠ♇♩╩ ⇔√ ⅜ ≢⅝╢╟℮ ⇔™ ╩ ⇔

√↓≤⅜ ─ ⌐ ⅜∫≡™╢⁹↓─↓≤⌐╟╡ 27 ⌐│

─ ╙ ⇔≡ 100 ≤⌂∫√⁹ 

 

 

и ─  

 

事例２ 学会賞等を受賞する大学院生数の増加 

─ ─ │ ≢─ ╩ ⌐ 23 ≢№∫√

⅜ │₈ 22  ₉╩│∂╘≤⇔≡ 60

⌐ ⇔ ה ≤╙ ⇔√⁹ 
 

事例３ 修了生就職先企業からの評価の向上 

─ ▪fi◔כ♩ ≢│ ≤ ═ ∆╢

─ ⅜ ∆╢₈ ה ₉─ ⌐≈™≡ ⅜ ↄ⌂∫√⁹ 

 


